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財源の確保に努力を

民主・無所属クラブ　高橋 秀樹 議員

不況から市民の
くらしを守るために
日本共産党　望月久晴　議員

議
員

　大
不
況
の
中
で
市
民

の
暮
ら
し
は
厳
し
く
な
っ
て

い
る
。
我
が
党
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
も
、
国
保
税
、
介

護
保
険
料
の
引
き
下
げ
、
こ

ど
も
医
療
費
の
中
学
卒
業
ま

で
の
無
料
化
拡
大
な
ど
、
切

実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

市
長

　健
全
で
安
定
し
た
運

営
を
図
る
た
め
、
国
保
運
営

協
議
会
の
審
議
を
経
て
、
議

会
に
お
い
て
議
決
し
た
税
率

で
あ
り
、
国
保
税
引
き
下
げ

は
考
え
て
い
な
い
。
介
護
保

険
料
は
、
今
後
追
加
議
案
で

議
員

　競
艇
の
Ｓ
Ｇ
競
走
の

誘
致
に
当
た
っ
て
弊
害
と
な

る
一
因
は
、
ナ
イ
タ
ー
レ
ー

ス
の
場
外
発
売
を
実
施
し
な

い
た
め
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と

言
わ
れ
て
い
る
。
厳
し
い
財

政
の
中
、
配
分
金
の
確
保
の

た
め
に
、
騒
音
対
策
等
、
地

域
の
諸
課
題
に
は
、
市
長
が

先
頭
に
立
っ
て
努
力
し
て
も

ら
い
た
い
。

市
長

　さ
ま
ざ
ま
な
環
境
整

備
の
実
績
を
重
ね
、
周
辺
地

域
に
ご
理
解
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
管
理
者
と
し
て

提
案
す
る
が
、検
討
の
結
果
、

引
き
下
げ
を
予
定
し
て
い

る
。
こ
ど
も
医
療
費
で
は
、

中
学
卒
業
ま
で
無
料
と
す
る

要
望
書
を
受
け
取
り
、
市
民

の
関
心
の
高
さ
を
認
識
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
対

象
を
拡
大
し
医
療
費
助
成
を

行
う
こ
と
で
、
医
療
費
負
担

の
軽
減
と
福
祉
の
増
進
が
図

ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

近
々
、
周
辺
対
策
協
議
会
に

ナ
イ
タ
ー
場
外
発
売
を
提
案

し
た
い
。
特
に
交
通
問
題
等

の
負
担
軽
減
に
は
意
を
配

し
、
一
日
で
も
早
く
周
辺
地

域
の
ご
理
解
が
得
ら
れ
、
自

主
財
源
の
確
保
が
可
能
と
な

る
よ
う
、努
め
て
い
き
た
い
。

議
員

　市
と
し
て
本
格
的
に

議
員

　市
が
雇
用
し
て
い
る

臨
時
職
員
な
ど
の
処
遇
改
善

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

　近
隣
市
と
の
均
衡
を

考
慮
し
、
職
務
内
容
に
応
じ

た
賃
金
の
改
善
を
進
め
て
い

く
。
勤
務
条
件
も
、
本
年
度

か
ら
、
年
次
有
給
休
暇
を
正

規
職
員
と
同
様
に
、
任
用
開

始
時
か
ら
付
与
す
る
な
ど
、

全
般
的
な
見
直
し
を
行
う
。

議
員

　最
近
、
学
校
の
パ
ソ

コ
ン
盗
難
や
校
舎
の
ガ
ラ
ス

が
壊
さ
れ
る
事
件
が
起
き
て

い
る
。
今
回
予
算
化
さ
れ
て

い
る
中
学
校
へ
の
防
犯
カ
メ

不
況
対
策
本
部
の

設
置
を

臨
時
職
員
の

処
遇
改
善
を

小
学
校
に
も
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
を

行
政
セ
ン
タ
ー
整
備

は
慎
重
に

不
況
対
策
に
取
り
組
む
た

め
、
不
況
対
策
本
部
を
設
置

し
、
必
要
な
対
策
を
。

市
長

　必
ず
し
も
対
策
本
部

の
形
態
を
と
ら
ず
と
も
、
各

部
の
問
題
意
識
共
有
に
よ
り

実
効
性
は
担
保
で
き
る
。
経

済
状
況
の
推
移
を
注
視
し
つ

つ
、
緊
急
特
別
資
金
の
受
付

期
間
延
長
や
緊
急
個
別
相
談

会
の
実
施
、
工
事
の
早
期
発

注
な
ど
の
対
策
の
ほ
か
、
各

部
が
今
可
能
な
こ
と
に
取
り

組
み
、
総
合
的
に
市
内
中
小

企
業
の
支
援
を
図
っ
て
い
く
。

ラ
設
置
と
と
も
に
、
小
学
校

に
も
設
置
す
べ
き
と
思
う
が
。

市
長

　小
学
校
に
は
市
単
独

事
業
で
日
中
の
警
備
員
を
配

備
し
て
い
る
の
で
、
中
学
校

へ
の
設
置
を
予
定
し
た
。
中

学
校
の
設
置
状
況
を
検
証

し
、小
学
校
も
検
討
し
た
い
。

議
員

　戸
田
公
園
駅
前
行
政

セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
の
た
め
理
解
は
す

る
も
の
の
、
費
用
対
効
果
を

総括質問 

含
め
て
、
そ
の
必
要
性
を
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

市
長

　市
民
満
足
度
調
査
も

踏
ま
え
、
必
要
性
が
高
い
と

考
え
、
西
口
の
駅
前
広
場
内

に
設
置
し
た
い
。
住
民
票
な

ど
の
発
行
や
諸
証
明
書
の
申

請
受
付
を
行
う
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
窓
口
、
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
等
の
公
共
ス
ペ
ー

ス
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
、

運
営
に
当
た
っ
て
は
効
率

的
・
効
果
的
な
手
法
を
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
。

▲

健
康
体
操
で
気
分
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

▲

戸
田
公
園
駅
前
の
行
政
セ
ン
タ
ー
建
設
予

定
地

※SG 競走……「Special Grade」の略で、総理大臣杯、笹川賞などを競艇界の「八大競走」という。
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議
員

　①
上
部
利
用
の
現
状

の
整
備
進
捗
状
況
は
。
②
県

内
同
様
な
施
設
を
管
理
し
て

い
る
担
当
者
間
と
の
情
報
交

換
は
。
③
今
後
の
具
体
的
な

利
用
に
つ
い
て
の
方
策
は
。

④
荒
川
左
岸
南
部
流
域
下
水

道
事
業
推
進
協
議
会
特
別
交

付
金
の
扱
い
内
容
は
。

都
市
整
備
部
長

　①
ア
ク
セ

ス
道
路
整
備
工
事
が
今
年
度

３
月
中
に
竣
工
予
定
。
上
部

の
種
々
の
工
事
は
10
月
ご
ろ

に
完
成
予
定
。
そ
の
後
、
芝

養
生
期
間
を
設
け
、
平
成
22

年
４
月
か
ら
暫
定
使
用
開
始

の
予
定
。
②
三
郷
、
桶
川
、

和
光
の
各
市
と
の
間
で
は
、

維
持
管
理
や
今
後
の
利
用
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
県
を
通

じ
情
報
の
聞
き
取
り
や
意
見

交
換
を
し
て
い

る
。
③
利
用
に

つ
い
て
、
笹
目
・

美
女
木
地
区
両

協
議
会
の
皆
様

へ
情
報
提
供
を

行
っ
て
、
種
々

の
整
備
に
つ
い

て
も
地
域
の
皆

様
の
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
対

策
を
講
じ
て
い

く
。
④
流
域
下

水
道
に
関
す
る

荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

　

　
　
　
上
部
利
用

　
整
備

荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
上
部
利
用
の
整
備
を

平
野 

　
進

　
議
員

「
今
後
も
地
域
の
意
見
を
聞
き
対
策
を
講
ず
る
」

相
互
の
連
絡
調
整
を
図
る
目

的
で
あ
り
、
土
地
及
び
諸
施

設
の
固
定
資
産
税
に
見
合
う

補
償
と
し
て
交
付
さ
れ
て
い

る
。
維
持
管
理
費
用
の
一
部

に
充
て
る
提
案
は
、
交
付
の

趣
旨
を
勘
案
し
検
討
し
て
い

き
た
い
。

議
員

　彩
湖
・
道
満
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
内
で
昨
年
６
月
か

ら
試
行
さ
れ
て
い
る
サ
イ
ク

ル
事
業
の
成
果
と
課
題
は
。

都
市
整
備
部
長

　利
用
者
か

ら
良
い
評
価
を
得
て
お
り
、

９
月
以
降
の
本
格
的
実
施
に

向
け
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　護
岸
の
桜
の
木
以
外

の
雑
木
を
撤
去
し
て
は
。

都
市
整
備
部
長

　今
後
調
査

し
、
撤
去
で
き
る
雑
木
は
実

施
し
て
い
く
。

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の

現
状
は

さ
く
ら
川
護
岸
の

雑
木
整
理
を

▲ 3月 5日の質疑日に窓から飛び込む黄色い歓声につられて、思わずパチリ。

▲着々と進む荒川水循環センター上部工事

　議員は、毎年3月、6月、9
月、12月に開く定例市議会で、
市政全般に対する質問をするこ
とができます。これを「一般質
問」といいます。 
　今定例会では3月6日から3
日間、17人の議員が一般質問
を一問一答方式で行いました。
　ここに掲げたのは、その質問・
答弁の大要です。 


